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はじめに

修論の概要
卒論で発表した LiNGAMと DEAを用いた政策における意思決定を
支援するシステムについて，卒研時に得られた結果に対してより詳
しい検討を行うために GMDHと RFを組み合わせたモデル化の手法
を提案し，卒研時のデータに適用する．
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進捗報告 1

現在やっていること
GMDHと RFを組み合わせた手法を提案するにあたり，GMDHおよ
び RFそれぞれ単体で性能評価を行い，それぞれの利点や欠点を理
解する必要がある．そのため，それぞれの手法を Pythonにて実装
し，同様のデータに対して適用することでその結果を比較する．

GMDH（担当：蒲田，中市）
RF（担当：長瀬）
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進捗報告 2

例題

y = 2− 3x1.5
1 x2

2x
1.5
3 + x0.5

2 x0.5
3 x1.5

4 x1.5
5 (1)

不要な説明変数：x6, ·, x15，
各説明変数の値：(0, 1)の範囲の一様乱数，
サンプル数：300，
ノイズ：平均 0，標準偏差 0.1, 0.3, 0.5の正規ノイズ

図 1: サンプルデータ
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進捗報告 3

実装
RFに関しては Pythonのライブラリが存在せず，ネット上にも似た
コードはなかったため，一から自分でコーディングしている．とり
あえず参考文献をもとに RF5法を実装している．

困っていること
勾配の計算に使用するデータがどれかよくわかっていないため，
コーディングが途中で止まっている．
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おわりに

今後やること
RF5.0の実装を終わらせる
GMDHと RFの結果を比較する
自身のデータに適用するための方針を考える
数値実験を行い，卒研時のものと比較して考察を行う
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